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　我々は、Sl　（｝a－Citrateによる全身シンチグラムにつ

いて昨年発表したが、今回はetlエn－Breousrcinの提供

を受けたので、67Ga－Citratθを便用したところの同

一の腫瘍患者にlitエn－Breo町cinを使用し、各々の全

身シンチグラムを比較検討したところ、腫瘍親和性RI

としてのそれぞれの特長がみられたので報告するo

　対照の患者は、6？Ga－Citrateと‘“In－Breo町cinと

を共に使用した者でその間隔の約1週間のもの35例

であるo内訳は、子宮頸癌7例、子宮体癌1例、卵巣

癌1例、ahoreoepitheriomaユ例、附属器のSarcoma

1例、Semtnoma　5例、尿管癌1例、グラビツツ腫瘍

1例、直腸癌2例、大腸癌1例、回盲部癌1例、胃癌

3例、食道癌1例、肺癌2例、乳腺癌ユ例、骨腫揚6

例であるo

　使用核種と量は111エn－Breorrycin（以下工nと云う）

20mCi静注したo‘7　Ga－Citrate（以下Gaと云う）15

mCi静注したoそれぞれ静注後48時間目に全身スキ

ヤンを行なつたoGaの場合はスキヤンの前に高圧院

腸にて充分腸内を洗糸したo

　肝臓えは、Inも（｝aもともに良く取込まれたので、

肝のDensityをユとして各々の目的臓器のDens　ityを

比較したo　　　腫揚の性状にもよるが、
　腹部の腫瘍では、胃癌を除き原発巣も転移もともに

エnの方が確診率は高かつたo　骨腫瘍もエnの方が確診

率は高かつたo肺腫瘍では、原発巣も転移巣もともに

Gaの方が確診率は高かつたo胃癌及び肝癌は両者とも

不明確であつたoエnで正常乳腺に非常に強く取込まれ

たものが1例あつたo
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　サイクロトロン製のアイソトープの医学利用につい

ては，その有用性が認識され1町，ISF等が我が国にお

いても臨床に用いられている。最近では川T1が心筋ス

キャンに使われだしてきた。タリウムは周期律表をみ

ると，Ga，　Inと共に第5族Aに属している。現在，

Gaは67Gaクエン酸及び67Gaブレオマイシンが，　Inは

111コh塩化インジウム及び山lnブレオマイシンが軟部

腫瘍スキャン剤として臨床に用いられている。そこで

ブレオマイシンにタリウムを標識したものが腫瘍スキ

ャン剤として用いられるかどうか動物実験を行つた。

204nを市販のブレオマイシン復合体に加え田4．5と

して標識した。ペーパークロマトグラフに75％メタノ

ー ルで展開してみると，約60％の割合で標識されてい

ることがわかつた。約20gのDDNマウスにエールリ

ソヒ腹水癌を腰背部に約2×107個移植后8日目に，

204Tlブレオマイシン約25μCiを尾静脈より注射し，

1時間及び3時間后に屠殺しその臓器分布をしらべた。

腎臓に一番多く，次いで心臓に集まることがわかつた。

腫瘍にはあまり集積がなかつた。臨床には’2　Ol　T1を用

いた。臨床例は5例である。頸部腫瘍2例，肺癌1例

縦隔腫瘍1例，食道癌転移1例であり全症例に腫瘍へ

の集積がみられた。

肺癌症例には201T1と‘201Tlブレオマイシンの両者を用

い比較したが2m　TIプレオマイシンの方が集積がたかか

つた。時間の経過を追い数回，シンチグラムをとつた

が注射直后のものが一番腫瘍への集積がkかかつた。

直后のシンチグラムでは腫瘍の他，腎，心がよく抽出

されていた。頸部腫瘍症例には67Gaクエン酸との比較

を行つた。67c｝aクエン酸の方が腫瘍への集積の程度は

たかい。食道癌の腹壁転移症例は腎と重なるため，腫

瘍部と腎臓部の判別が難かしかつた。

更に臨床例を加えて検討していきたいと考えている。

　現在までの結論としては201T1プレオマイシンは腫瘍

スキャン剤として有用であると考える。67Gaクエン酸

ほど腫瘍への集積度はたかくないが，67Gaが注射后2

～ 3日目にシンチグラムをとるのに対し201Tユは注射

直后のシンチグラムがよいので検査が1日ですむ。

67Gaクエン酸は腸への集積が障害陰影となるが201　T1

ブレオマイシンにはこれがない。しかし心及び腎にた

かレ、集積がある。全症例に陽性描記を得た等の理由か

らである。
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